別紙様式
	認証評価制度実施事業委託業務
企　画　提　案　書
（様式例）
企画提案者名　　　　　　　　　　　　　




※本様式は、企画提案書の標準フォーマットを示したものであり、体裁は自由に変更することがで
きます。ただし、各項目の記載事項については明記するようお願いします。
１　企画提案事業者の業務遂行能力について

【制度運用を円滑に遂行できるノウハウ等について積極的にＰＲしてください。】
（１）約款又は寄付行為等での位置づけ


（２）実施責任者の職歴又は経歴

（３）業務遂行体制の組織図
（４）過去の事業実績及び成果（令和５年度末までの本事業に類似する業務の実績及び成果について）

２　事業の効果的な実施に向けた取り組みについて
【仕様書の内容に沿った上で、どのように制度を運営するのか、具体的に提案してください。】

（１）事業実施スケジュールについて（制度の周知、エントリー及び認証申請の受付期間、認証申請に向けた取組への支援、運営委員会の開催等、制度を効率的かつ効果的に実施できるスケジュールになっているか。）

（２）運営委員会の運営・開催について（委員選出、日程調整、当日の運営など、適切に運営することができるか。）

（３）制度の普及啓発方法及び資料の具体案並びにエントリー事業者の募集について（リーフレットや動画等の普及啓発物の具体案。周知については、一般道民向けと介護事業所向けにそれぞれ行うこととし、より広く効果的に周知を図ることができるものとなっているか。また、本制度に興味を持ち、理解しやすい内容となっているか。）
（４）エントリー及び認証申請の受付（受付期間は事業者が申請しやすいよう、十分な期間が設定されているか。また、事業者からの相談を適切に受付できる体制となっているか。）
（５）認証申請に向けた取組への支援
　ア　制度説明会（制度の概要、評価項目、書類の調製方法、支援内容、審査方法等の理解促進を図るわかりやすい内容となっているか。）

イ　個別相談対応（事業者から認証基準達成に係る相談を電話で受付できる体制となっているか。また、窓口の開設時間は適切か。）
　ウ　セミナー（北海道働きやすい介護の職場認証制度審査基準書の審査項目ごとに、認証基準達成に必要な制度構築・運用について適切に実施できる内容となっているか）

　エ　個別コンサルティング（制度説明会、個別対応及びセミナーによる認証基準到達が難しいと認められる事業者は、個別に不足項目に対する充足方法の指導や、継続的な運用方法、書類調製方法等のコンサルティングを実施することとしているが、個別コンサルティングが適切に実施できる体制となっているか。）

（６）審査について（書類審査及びヒアリング審査の実施方法、具体的な審査の手法。）
（７）その他

※本事業と類似事業を本来業務として位置づけているか。





※本制度運営に係る専門的な知識、類似事業等の実務経験を有するか。





※本事業を実施するノウハウ、類似事業の実績等を有しているか。








